
第6回  POP3

94 百万人のMutt　～Mutt活用講座～

＊1　バックナンバーをお持ちでない方は、バックナンバーを購入するか、編集部のご厚意により筆者のWebサイト（記事末のResource［1］を参照)に過去の記事を転載させていただいているので、そちらをご覧
ください。　　　＊2　-m0オプションを付けてMIME解析機能を無効にしてください。

　Muttの正式版1.4が近々公開される予定です。

この記事を皆さんが読むころには公開されてい

ると思います。開発系1.3の開発が始まってか

ら1年5カ月という長い期間をかけただけあっ

て、機能もたくさん増えて便利になっています

し、かなり安定しています。そこで、前半では

1.2から1.4への主な変更点や追加された機能の

いくつかを説明します。過去の記事と重複する

ような内容が多いため、所 「々○月号の記事を

参照してください」との記述がありますがご了

承ください＊1。後半では、変更点の大きな1つ

であるPOP3関連の機能について説明します。

主な変更点

●変更点のリスト

　1.2.5から1.4への設定変数、設定コマンド、機

能の変更点を表1から表5までにまとめました。

●国際化

　1.4の最大の特徴は、国際化されたことで「標

準で」日本語が扱えることになったことでしょう。

　1.2でも、シングルバイト文字圏内に関して

は部分的に国際化が行われていたのですが、1.4

では、文字符号化方式の変換関数 iconvとワイ

ド文字関数に対応したことで、マルチバイトで

ある日本語の文字も扱うことができるようにな

りました。ただし、システムのCライブラリ

が日本語に対応したiconvとワイド文字関数を

実装していることが前提です。実装していな

い場合でも、ワイド文字関数に関してはMutt

内蔵のものが日本語を扱えるため、それを使

うことで対応できますし、iconvに関しては

GNU libiconv（［2］）を別途インストールする

ことで対応できます。

　日本語のメッセージカタログも含まれてい

るため、各種メッセージが日本語で表示でき

ます。

　また、国際化に伴い、設定変数$charsetと

$send_charsetの仕様が変わりました。表示

／編集用文字符号化方式を指定する$charset

は、国際化されたシステムではlocaleから自動

的に取得できるようになりました（表 1）。も

ちろん従来通り、明示的に指定しても構いま

せん。送信用文字符号化方式を指定する

$send_charsetは次のようなコロン区切りの

リストになり、リストの中から送信に適した

ものに変換して送るようになりました。

set send_charset="us-ascii:iso-2022-jp"

　国際化に関しては、特に1.2.x以前の日本語

版Muttを使っている人が戸惑うと思われる点

があります。1.2.x以前に生成した$recordフォ

ルダ（作成したメッセージのコピーが保存され

るフォルダ）のメッ

セージが文字化けし

て表示されることで

す。これは、1.2.x以

前ではメッセージを

作 成 し た 状 態

（EUC-JP）のまま保

存されるので、

C o n t e n t - T y p e

フ ィ ー ル ド の

charsetパラメー

タ（ISO-2022-JP）

と一致していないた

めです。1.2.x以前

ではこのようなメッ

セージでも無理やり表示するようになっていた

のですが、1.4の日本語版では特に何もせずオ

リジナルの動作に従っています。このオリジナ

ルの動作とは「送信した状態の文字符号化方式

（大抵は ISO-2022-JPのはず）で保存される」か

つ「文字符号化方式の変換は charsetパラメー

タで判断する」ということです。対処方法とし

ては$recordフォルダのメッセージをnkf＊2な

どを使ってEUC-JPから ISO-2022-JPに変換し

てください。変換シェルスクリプトの例をリス

ト 1（mutt-e2j）に示します。

　なお、日本語特有の問題に対処するため、日

本語版ではいくつかの拡張を行っています。詳

しくは本誌2001年11月号の記事をお読みくだ

さい。

●POP/IMAP機能の改善

　次の大きな特徴はPOP/IMAP機能の強化で

す。項目を次に挙げます。

・POPにおけるAPOP/SASL認証のサポート

・SASL認証の強化

・STARTTLSのサポート

・$preconnectのサポート

・$tunnelのサポート

・POPフォルダのサポート

・POP/IMAP URLのサポート

・IPv6対応（$use_ipv6）

・IMAPサーバへの新着メッセージのチェッ

ク機能（imap-fetch-mail）

　また、new-mailbox機能はcreate-mailbox

に名前が変わりました。

　日本語版の独自実装であった $pop_apopは

なくなりました。オリジナルの方でAPOP認証

がサポートされたのでそちらの設定を行ってく

【リスト1】EUC-JPからISO-2022-JPへの変換シェルスクリプトの例（mutt-e2j）

#!/bin/sh

#   requirement: GNU grep, nkf

backup=$HOME/tmp/backup

record=$HOME/Mail/record

if [ ! -d $backup ]; then

  mkdir -p $backup || exit 1

fi

cd $record || exit 1

for file in *; do

  egrep -q "(^X-Mailer: Mutt|^User-Agent: Mutt/1\.(1|2))" $file && \

  grep -i -l "^Content-Type:.*charset=iso-2022-jp" $file && \

  mv $file $backup/ && \

  nkf -Ejm0 $backup/$file > $file

done

exit 0

【表 1】廃止された機能

機能 機能名 キー

国際化関連 change-charset null

recode-attachment null

POP/IMAP関連 new-mailbox n



2001.12 Linux Japan 95

ださい。

　POPに関しては、記事の後半で解説します。

IMAPに関しては次回で取り上げる予定ですの

でお待ちください。

●フォルダの改善

　Maildirにおいて「trashed」フラグがサポー

トされました。$maildir_trashを設定すると、

deleteフラグが付けられたメッセージは削除

される代わりに trashedフラグが付きます。

2つ目と3つ目の例のように、mailto URLを引

用符で括る必要があります。mailto URLの文法

に関して詳しくは、「RFC 2368 The mailto URL

scheme」を参照してくだい。

　Muttで読んでいるメッセージ中のmailto URL

に対してMuttを起動したい場合はurlviewを使

います。まず、urlviewパッケージに含まれてい

る url_handler.shの「Configurable

section」の「mailto_progs」で指定している

文字列をMuttへのパス（ここでは「/usr/local/

bin/mutt」）と「VT」という文字列に変更しま

す。「VT」とは同じターミナル上で起動する意

味を表す文字列です。

mailto_prgs="/usr/local/bin/mutt:VT"

次に、標準のままだとURLから「mailto:」が

削除されてしまうので、97行目の

url="${url#mailto:}"

を削除します。これでMuttからmailto URLを

使用することができます。

　テキストブラウザw3mで表示しているWeb

ページ上のmailto URLに対してMuttを起動す

るには、ひと工夫が必要です。メーラにURL

が渡される前に「mailto:」が削除されてしま

うので、「mailto:」を付け加えるラッパスク

リプトmailtoprefixを用意します（リスト3）。

ここで、変数 progには実際にインストールし

たMuttのパスを記述してください。そして、

w3mのオプション設定の「利用するメーラ」に

mailtoprefixを登録してください。これで

w3mからMuttを起動させることができるよう

になります。

●新しいフックコマンド

　新しいフックコマンド「message-hook」、

「iconv-hook」、「account-hook」が追加され

ました。「message-hook」と「iconv-hook」に

関しては本誌2001年9月号の記事「フック」を

ご覧ください。「account-hook」に関しては9

月号の記事を書いた後にできたフックコマンド

です。これらはPOP3やIMAP関連のコマンド

なので、記事の後半で紹介します（表 5）。

【リスト 2】mailto URLのサポート

mutt mailto:chris@example.com

mutt "mailto:majordomo@example.com?body=subscribe%20bamboo-l"

mutt "mailto:joe@example.com?cc=bob@example.com&body=hello"

【リスト 3】mailtoprefix

#!/bin/sh

prog="/usr/local/bin/mutt"

url="mailto:$1"

${prog} "${url}"

【表 5】新しい設定コマンド

コマンド名

account-hook

iconv-hook

message-hook

【表 4】新しい機能

機能 機能名 キー

POP/IMAP関連 create-mailbox C

imap-fetch-mail null

PGP関連 check-traditional-pgp <Esc>P

ラインエディタ forward-word <Esc>f

backward-word <Esc>b

upcase-word <Esc>u

downcase-word <Esc>l

capitalize-word <Esc>c

kill-eow <Esc>d

transpose-chars null

その他 collapse-parts v

　MHフォルダが「.mh_sequences」ファイル

をサポートするようになりました。フラグを保

存するために「u n s e e n」、「f l a g g e d」、

「replied」が使われます。これは設定変数

$mh_seq_unseen、$mh_seq_flagged、

$mh_seq_repliedを使って設定できます。こ

の変更に伴い、各メッセージファイルのStatus

フィールドを書き換えることはなくなりました。

なお、1.3.21から変更されたため、それ以前に

設定されたフラグはすべてクリアされるので注

意してください。

●PGP機能の改善

　PGP機能に関しては、表2、表3、表4にそ

れぞれ示したような設定変数や機能の増減があ

りました。細かい点でいろいろ改良されていま

す。設定変数や機能の詳細いついては、本誌

2001年 10月号の記事をご覧ください。

●ラインエディタの強化

　ラインエディタ上でEmacsライクな操作が

できる機能が加わりました（表 4）。動作はそ

の機能の名前から判断できると思います。割り

当てられているキーは標準のEmacsの操作と

同じですが、transpose-charsだけは割り当

てられていません。

●mailto URLのサポート

　Muttのコマンドラインでmailto URLを使う

ことができるようになりました。例えばリスト

2のように、特別なオプションを必要とせずに

直接mailto URLを引数としてMuttを起動する

ことができます。mailto URLではシェルで特別

な意味を持つ文字「&」や「?」が使われるので、

【表3】廃止された設定変数

機能：その他

in_reply_to

numbered_ml（＊ ja）

pager_spoiler（＊ ja）

pager_spoiler_char（＊ja）

kanjithread（＊ ja）

機能：POP/IMAP関連

imap_checkinterval

imap_cramkey

imap_preconnect

pop_port

pop_apop（＊ ja）

機能：PGP関連

pgp_sign_micalg

＊ja　日本語版のみの変数

【表 2】新しい設定変数

機能：国際化関連

assumed_charset（＊ ja）

create_rfc2047_

parameters（＊ ja）

file_charset（＊ ja）

sanitize_ja_chars（＊ja）

strict_mime（＊ ja）

機能：POP/IMAP関連

imap_authenticators

imap_delim_chars

imap_peek

connect_timeout

pop_auth_try_all

pop_authenticators

pop_checkinterval

pop_reconnect

preconnect

ssl_starttls

tunnel

use_ipv6

機能：フォルダ関連

maildir_trash

mh_seq_flagged

mh_seq_replied

mh_seq_unseen

機能：PGP関連

pgp_good_sign

pgp_ignore_subkeys

機能：その他

compose_format

digest_collapse

display_filter

keep_flagged

print_split

sig_on_top

sleep_time

text_flowed

delete_prefix（＊ ja）

delete_regexp（＊ ja）

msgid_use_from（＊ ja）

pager_spoil（＊ ja）

pager_spoiler（＊ ja）

tree_chars（＊ ja）

tree_llcorner（＊ ja）

tree_ulcorner（＊ ja）

tree_ltee（＊ ja）

tree_hline（＊ ja）

tree_vline（＊ ja）

＊ ja　日本語版のみの変数
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●インストール方法の違い

　国際化の関係で注意すべき点がいくつかあり

ます。それはiconvライブラリとワイド文字関

数、および日本語まわりの設定です。インストー

ル方法に関しては本誌 2001年 6月号の特集記

事に詳しく書いてありますので、そちらをお読

みください。ただし 6月号当時のバージョン

1.3.17以降で、さらに変更が加えられました。

　今までの連載記事の冒頭でも変更があるたび

に紹介してきましたが、ここでまとめて紹介し

ておきましょう。

・./configureのオプション「--with-

iconv=DIR」が「--with-libiconv-

prefix=DIR」という名前に変わりました。

役割自体は変わっていないのでオプション

の名前だけ注意してください。

・日本語パッチによって、デフォルトで日本

語の設定が行える./configureのオプショ

ン「--enable-default-japanese」が追加

されました。これによって、設定ミスによ

る妙なメールを送ったり、表示が文字化け

したりする可能性が減ります。

・日本語パッチの付属文書のインストール用

Makefileができました。これにより付属

文書のインストールが楽になりました。

POP3

　続いて、1.4の大きな変更点の 1つである

POP3の機能について説明を行います。

● ./configureのオプション

　POP3の機能を使うには、./configureの

オプションとして「--enable-pop」を付ける

必要があります。SASL認証を行う場合はCyrus

SASLライブラリがインストールされているこ

とを前提として「--with-sasl」を付けます。

さらに、POP over SSL/TLSを行おうと思った

ら、OpenSSLがインストールされているのを前

提として「--with-ssl」を付けます。後は必要

なオプションを付けて./configureを実行し、

コンパイル後、インストールしてください。

●POP3サーバの指定

　POP3サーバとユーザー名を$pop_hostにリ

スト4に示すようなPOP URLの形式で記述し

ます。

　ユーザー「foo」がPOP3サーバ「pophost」に

接続する場合は次のように記述します。

set pop_host=pop://foo@pophost

　パスワードを記入するのは危険であるため極

力避けるべきですが、記入する場合は設定ファ

イルが他人に絶対に見られないようにパーミッ

ションを設定してください。先ほどの例にパス

ワード「secret」を記述する場合は次のように

なります。

set pop_host=pop://foo:secret@pophost

POP over SSL/TLSで接続する場合は「pop:」

の代わりに「pops:」と記述します。また、POP

URLの形式を使わず、従来通り次のように記

述することもできます。

set pop_host=pophost
set pop_user=foo
set pop_pass=secret

なお、mutt-1.2のころにあった$pop_portは、

1.4からなくなったため、ポート番号を指定す

る場合は $pop_hostのホスト名の後にコロン

に続けてポート番号を記述します。

set pop_host=pophost:110

●認証方式の指定

　認証方式を$pop_authenticatorsにコロン

区切りのリストで記述します（リスト 5）。

認証方式は先頭から順に試されます。何も設定

しない場合は、サポートしている認証方法の中

で、安全なものから順に試されます。認証に失

敗したとき下位の方式に移らないようにするに

は、$pop_auth_try_all（デフォルトyes）を

「no」に設定します。

set pop_auth_try_all=no

　認証方式としては、「apop」か「user」しか

サポートしていないサーバがほとんどなので、

通常は$pop_authenticatorsにはサーバの管

理者あるいはISPから指定された方式のみを設

定すればよいでしょう。なお、「user」は平文

認証（パスワードを生のままで流す）を行うこ

とを示します。通信路が安全でない（暗号化さ

れていない）限り、必要もないのに「user」を

指定するのは危険なので注意しましょう。

●メッセージの取得時の処理

　メッセージの取得後、サーバ内のメッセージ

を削除するかどうかを $pop_deleteで指定し

ます。デフォルトは「ask-no」です。削除す

る場合は次のようにします。

set pop_delete=yes

ここでメッセージを削除しないでおくと、次回

メッセージを取得したとき、既に取得済みであ

るかどうかにかかわらず、サーバ内にあるメッ

セージを全て再び取得することになり、同じメッ

セージが手元に何個もできるようになるので注

意してください。

　対応策として、未取得メッセージのみを取得

するPOP3のLASTコマンドを使う方法があり

ます。この場合、$pop_lastを指定します。デ

フォルトは「no」です。使う場合は次のように

します。

set pop_last=yes

ただし、LASTコマンドはPOP3の標準化の過

程の途中で削除されたので、使用できないサー

バもあります。その場合には、後で説明する

「POPフォルダを利用してローカルに取得しな

い方法」でも対応できます。また、MuttのPOP

機能を使わずに、UIDLを利用した取得済みメッ

セージの管理を行える fetchmailなどの外部プ

ログラムを使ってもよいでしょう。

● IPv6

　IPv6に対応するには $use_ipv6を設定しま

す。デフォルトは「no」です。対応させる場合

は次のようにします。

set use_ipv6=yes

なお、この設定変数は IMAPと共通です。

●メッセージの取得

　以上の設定で、POPサーバからメッセージ

を取得できます。取得方法はインデックス画面

において「G」（fetch-mail）を入力するだけで

す。取得したメッセージは$spoolfileで設定

したスプールフォルダに格納されます。

POPフォルダ

●POPフォルダとは

　「POPフォルダ」とは、IMAPのメールボッ

クスのように、ローカルのメールボックスをブ

ラウズするような感覚でPOPサーバ上のメー

ルボックスを閲覧する機能のことです。Mutt

では1.4からサポートされることになりました。

　メッセージの内容を表示する際にメッセージ

【リスト 5】認証方式の指定

set pop_authenticators="cram-md5:apop:user"

【リスト 4】POP URLの形式

[pop[s]://][username[:password]@]popserver[:port]
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Muttも歩けば棒に当たる

■Muttとのなれ初め
　ども、はじめして。町田と申します。

　Muttの開発には、なーんにも協力できていません

が、Muttのrpmソースパッケージを公開させて頂い

ているのでお声が掛かりました（分不相応な気もす

る……）。

　Muttを使う前はWindowsやMac OSのメーラをあ

れこれ試していたのですがどれもしっくりこなく、

LinuxでMewも使ってみたものの、当時はそもそも

「Emacsの使い方がよく分からん」という状態で挫折

していました。

　Muttを使い始めたのは1.0の直前ぐらいからで、今

やjfbtermとw3mと jedとMuttがあれば、GUIがな

くても生きていける体になりました。ちょっと変な

人かも（笑）。

　ほとんど、Muttを使いたいがためにLinuxを使っ

ているといっても過言ではない（過言かもしれない）

です。

■どこでもMutt
　そんなわけで、ほとんどXを使わずに暮らしてい

るのですが、勤務先ではクライアントマシンがWin-

dowsなため、少々ナンギしています。cygwinあたり

で使えるのかもしれませんが、コンジョなしなので

試していません。

　幸いというかなんというか、勤務先のLAN内メー

ルサーバは telnetでログインできるので（って僕が

rootなんですが）メールサーバにログインしてMutt

でメールを読み書きしていたりします。

　この方法のメリットとしては、まともに日本語が

通るtelnetクライアントが入っているマシンであれ

ばどこからでもメールを扱えることです。「IMAPを

使えばよい」というハナシもなくはないですが、自

分の席以外のマシン上のOutlookなどで、うっかり

自分のパスワードを保存してしまうとちょっとヤなので、

重宝しています。

　自分の席以外で作業することが多い人にはお勧めです（そ

んな人がどれほどいるか知りませんが……）。

　また、自宅から勤務先のアカウントに届いたメールを読

みたいときのために、ファイヤウォールに穴を開けて、IMAP

over SSLプロトコルを通すようにしてあります。当然ク

ライアントはMuttなんですが、残念ながら現在のMuttで

は、IMAPで特にキャッシュなどはしていないので、動作

は大変遅くなります。sshでサーバにログインして、サー

バ上のMuttを動かしたほうが断然速かったりするのがちょっ

と残念です。

■MuttとS-Langについて
　Muttで問題なく日本語を扱うには、日本語対応パッチ

の当たったS-Langライブラリが必要です。しかしこの日

本語対応S-Langは、各ディストリビューションによって

名前が違ったりなんかしたりします。例えばRed Hat Linux

（日本語版）は「slang-j」、Kondara MNU/Linuxは「slang-

ja」、Vine LinuxとLASER5 Linux、Turbolinuxは「slang」

です。

　そんなわけで、せっかく元から日本語対応S-Langが入っ

ているのにもかかわらず、Muttのコンパイルがうまくい

かなかったり、わざわざソースtar ballからS-Langを入

れ直しておかしくしてしまったりするのは腑に落ちないわ

い、と感じていました。そこで、ビルド時にちょこっとオ

プションを付ける程度で各種ディストリビューションに対

応できるrpmソースパッケージは作れないものか……とい

うことで作ってしまいました。

■私家版nosrc.rpmの使い方
　以下は、僕が公開しているMuttの私家版rpmパッケー

ジについて説明させていただきます。2001年9月現在、僕

の私家版パッケージは「私家版nosrc.rpm集」（［3］）で公

開しています。

　まず、僕はRed Hat Linux

7Jを使っているため、rpm-

4.0でパッケージングしてい

ます。rpm-4.0で作成された

パッケージは、rpm-3.0.5以

降でないとほどけないようで

す。

　Red Hat Linux 6.2以前、

LASER5 Linux 6.2 以前、

Kondara MNU/Linux 2000

以前の各ディストリビュー

ションでは、rpmのアップ

デートパッケージが存在する

ようなので、まずはそれを入

れてください。

　また、Vine Linux 2.0については、Vine Linux 2.1

収録のrpm-3.0.6をソースパッケージからリビルドし

てインストールすればよさそうです（が、確認して

いないので責任はとれません）。

　次に、お使いのディストリビューションのglibcの

バージョンを確認してください。「rpm -q glibc」

とやれば、バージョンが表示されます。もしglibcが

2.1.3より古い環境の場合で開発版mutt-1.3.xを使用

するには、libiconvというライブラリが必要です。

libiconvも私家版パッケージにしてあるので、それを

お使いいただくか、あきらめて安定版mutt-1.2.5i-jp2

をお使いください。もちろん安定版Muttもrpmパッ

ケージにしてあります。

　なお、僕が公開しているのはnosrc.rpmです。バ

イナリパッケージではないので、自分の環境でリビ

ルドする必要があります。また、nosrc.rpmですの

で、僕の作ったrpmファイルだけでなく、Muttその

もののソースtar ballやmutt-j MLの皆さんによる日

本語パッチも必要です。

　最近のRPM系ディストリビューションには、RPM

パッケージのビルド方法などが詳しく書かれたドキュ

メントが付属しているようなので、そちらをご参照

ください。

　基本的には

rpm --rebuild mutt-1.x.x.nosrc.rpm

のようにやるわけですが、前述のように、ディスト

リビューションによって日本語対応S-Langの名前が

異なります。またglibcが2.2系（2.1.9xも含む）の

場合や、前述のlibiconvを使用する場合など、微妙な

差異を吸収するため、妙なオプションを付加しても

らうことで逃げています。

　付加すべきオプションを表Aにまとめました。えー

と、なんかやたら複雑ですが、例えば僕が使ってい

るRed Hat Linux 7Jでmutt-1.3.xをビルドするには、

リストAのようにします。

■おわりに
　と、エラソーなことを言ってますが、最近は自分

の常用環境であるRed Hat Linux 7Jをベースにし

た、ごった煮環境でしか試せていません。そもそも

Muttのバージョンアップに付いていけなくなりつつ

ある有様でして（……とほほ）。

　そんなわけで、「俺の環境でうまくいかんぞ！」と

いう方は、いきなり開発者の皆さんに言う前に、ま

ず僕のほうにご連絡ください。もちろん動作報告も

大歓迎です。

（町田秀企　matchy@happy.email.ne.jp）
【リストA】Red Hat Linux 7Jでmutt-1.3.xをビルドする

rpm --rebuild --deinfe 'with_wc_funcs 1' mutt-1.3.x.nosrc.rpm

【表A】rpmのビルド時に付加するオプション

ディストリビューション名 S-Langの名称 オプション

Vine Linux slang --define 'vine 1'

Kondara MNU/Linux slang-ja --define 'kondara 1'

LASER5 Linux slang --define 'laser5 1'

Red Hat Linux 7J slang-j  なし

SSLが不要な場合 --define 'disable_ssl 1'

glibc-2.1.9x以降の場合 --define 'with_wc_funcs 1'

libiconvを使う場合 --define 'with_iconv 1'

を取得しにいくため、表示がワンテンポ遅れま

すが、それを除けばローカルフォルダを扱うよ

うな感覚で操作できます。検索や絞り込みなど

の操作も行えます。特に、へッダ情報のみの検

索／絞り込みであれば、瞬時といってもいいく

らいの素早さで行えるので、特定のメッセージ

のみを読みたい場合には役に立つでしょう。ま

た、不必要なメッセージを読まずに削除するこ

ともできます。

　なお、POPフォルダ内のメッセージは、ロー

カルには保存されない点に注意してください。

もちろん保存やコピー操作を行えば、そのメッ

セージはローカルに保存されます。

●アクセス方法

　POPフォルダへアクセスするには、Muttの

コマンドライン（-fオプション）、あるいはメー

ルボックスのパスを指定する場所で、メールボッ
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［1］ Mutt Japanese Edition
http://www.emaillab.org/mutt/

［2］ GNU libiconv
http://www.gnu.org/software/libiconv/

［3］ 町田氏による「私家版 nosrc.rpm集」
http://www.asahi-net.or.jp/%7EYJ7H-MCD/rpms/

クスの代わりにPOP URLを指定するだけです。

　例えば、コマンドラインからアクセスするに

は、読み込むメールボックスを指定する-fオ

プションを使って次のようにしてMuttを起動

させます。

mutt -f pop://foo@pop.example.org

Muttが起動すると、最下行に次のようなメッ

セージを表示しながら、POPサーバからメッ

セージへッダを取得します。

メッセージヘッダ取得中 ... [7/22]

取得し終わると、インデックス画面にメッセー

ジの一覧が表示されます。また、インデックス

画面で cキー（change-folder）を入力して他の

メールボックスに移るときに、リスト6のよう

にPOP URLを入力してもPOPフォルダを開く

ことができます。

　後はコマンドラインでの指定と同じように、

メッセージヘッダを取得後、インデックス画面

にメッセージの一覧が表示されます。

●接続の処理

　POPフォルダを開いているときの接続の処

理に関する設定変数は次の 2つがあります。

　POPサーバに新着メッセージがないかどう

かを確認する間隔（秒数）を $ p o p _ c h e c k

intervalに指定します。デフォルトは60秒で

す。5分（300秒）間隔にする場合は、次のよ

うに設定します。

set pop_checkinterval=300

　サーバとの接続が切れたときに再接続するか

どうかは $pop_reconnectで指定します。デ

フォルトは「ask-yes」です。再接続を必ずす

る場合は次のように設定します。

set pop_reconnect=yes

account-hook

● account-hookの概要

　account-hookは folder-hookと似たよう

な働きをするフックコマンドです。folder-

hookがローカルのフォルダを扱うのに対して、

account-hookはPOPフォルダやIMAPフォル

ダを扱います。学校や会社やISPなど複数のア

カウントを持っている場合に、それぞれのアカ

ウントに応じた設定を一括して行えるため重宝

するでしょう。設定は次の書式で行います。

account-hook regexp command

読み込むフォルダがPOP URLや IMAP URLの

形式で記述してあり、それが正規表現regexpに

一致するときにcommandを実行し、POP/IMAP

フォルダを開きます。コマンドが実行されるタ

イミングはサーバに接続する前です。

● account-hookの設定例

　では、表6に示す2つのアカウントがある場

合の設定例を見ていきましょう。

　2つのアカウントともPOPフォルダとして接

続するには、リスト 7の 2行目、3行目のよう

に、それぞれPOPフォルダごとに$pop_user

と $pop_passを設定します。関連する他の設

定変数もここで設定します。

　ユーザー名を$pop_userで設定せずに、POP

URLの中に記述しても構いませんが、POP URL

を入力するときには、短い方が楽なのでこの例

のようにした方がいいでしょう。

　最後に folder-hookで行うようにデフォル

ト値を設定します。account-hookで指定する

設定変数を解除するものを記述するといいでしょ

う。このデフォルト値はどのaccount-hookコ

マンドよりも先に記述する必要があります。

　なお、pophost1からはメッセージの取得を

行い、pophost2はPOPフォルダとして接続す

る場合には、pophost1用に$pop_hostの設定

をPOP URLの形式で記述します（リスト 8）。

ユーザー名とパスワードもここで記述します。

pophost2に関しては先のaccount-hookの例と

同じように記述します。

最後に

　この連載が始まってから半年が経ちました。

1.4も出ることだし、切りがいいので、ちょっ

と振り返ってみます。この連載は、TIPSを織

り混ぜながらMuttの膨大な設定＊3をテーマご

とに分かりやすくまとめていこうという主旨で

記事を書いてきました。マニュアルを読めば済

むようなこともたくさん書いているので、全て

を熟知している人＊ 4にはつまらないかもしれ

ません。しかし、マニュアルに書いてあること

でも単に読んでいるだけではよく分からず、具

体的な事例を読んだり、実際に使ってみないと

分からないことが多いようです。その辺をフォ

ローできていたらいいなと思っています。

　次回以降の大きなテーマとしてはIMAPと通

信路の暗号化（ssh/ssl）について取り上げるつ

もりです。どちらも重いテーマですし、試験的

に使ったことがないわけではないですが、正直

言って普段はあまり使っていない機能だったり

します。そのため墓穴を掘らないように注意し

て書いていこうと思っています。

【リスト 6】インデックス画面からPOPフォルダを開く

メールボックスをオープン: pop://foo@pop.example.org/

【リスト 7】account-hookの設定（POPフォルダを使う）

account-hook .  'unset pop_user pop_pass'

account-hook pop://pophost1/ 'set pop_user=foo pop_pass=secret1'

account-hook pop://pophost2/ 'set pop_user=bar pop_pass=secret2'

【リスト 8】account-hookの設定（メッセージを取得する場合）

set pop_host=pop://foo:secret1@pophost1/

account-hook .  'unset pop_user pop_pass'

account-hook pop://pophost2/ 'set pop_user=bar pop_pass=secret2'

【表 6】account-hookのサンプルユーザー

POPサーバ ユーザー名 パスワード

pophost1 foo secret1

pophost2 bar secret2

＊3　日本語版での拡張機能も含めれば250個くらいの設定変数があります。　　　＊4　果たしてどれだけいるのだろうか？　開発版を追っ掛けている筆者自身ですら全貌は把握しきれていません……。


